
【演題】

耐える痛み、絶えない痛み

【導入】

「ご飯か生理用品か」

この言葉を聞いて、「そんな大げさな」と思う人は少なくないでしょう。

しかし、とある女性は、生理にお金がかけられず、トイレットペーパーを生理用品の代わりに詰め

て過ごしました。

「ご飯を食べられているからといって、垂れ流しでいいかって言われたら、絶対そうじゃない」

生理に苦しむ女性はこのように話します。

自分自身の身体を少しずつ

犠牲にし、切り崩すことで生理を乗り越える女性たち。

本弁論では生理についての問題を喚起し、その解決を訴えます！

（間）１，２，３

【現状】

そもそも生理とは、「妊娠に備えて子宮内膜が剥がれ落ち、体外へ排出されること」をさします。

また、その際に出血をともない、人によっては生理痛と呼ばれる痛みを伴う場合もあります。

生理は10歳から14歳のうちに始まり、およそ50歳まで毎月、一回あたり1週間続くのです。
これらの時間を合計すると、生涯で約7年間にも上ります。

この生理の際には、血が漏れるのを防ぐために、ナプキンなどの生理用品を定期的に交換する

必要があります。

もし、この生理用品を適切に交換しないと、膣や膣の周辺が不衛生な状態となってしまい、かぶ

れや炎症をおこしてしまいます。

また排尿時に激しい痛みを伴う尿道炎・膀胱炎を発症する深刻なケースもあります。

しかし、あるアンケートによると、『生理用品を交換する頻度を減らした』と答えた女性の割合は、

4割にも上ります。
さらに、別のアンケートによるとトイレットペーパーなどで代用したことがある女性は27％もいるの
です。

また、生理痛を放っておくと、子宮内膜症のリスクも高まります。

子宮内膜症とは、下腹部に激しい痛みを伴う病気です。

この病気になると、生理痛がひどくなり、他にも卵巣がんや不妊症、歳を重ねて生理が終わった

後の心筋梗塞や狭心症などの心臓病のリスクも上がるといわれています。



しかし、現在の日本には、生理用品を経済的な理由で買うことが難しい人が存在しているので

す。

実際、15歳から24歳の女性に対するアンケートでは、3人に1人が生理用品の購入ができなかっ
た、ためらったと回答し、その理由として8割の人が収入や価格を挙げています。

また、日本では生理についての教育が十分に行われていません。

女性約1000人にアンケートをとったところ、8割以上が「生理に関する教育は足りていないと回答
しました。

生理に関する教育内容のうち、不足を感じる項目は、　情緒不安定・頭痛と言った｢月経前症候

群｣ が約27%、生理用品の取り換え、生理痛の対処といった｢ 生理中の生活｣ が約20%でした。
つまり、生理前に起こる体調の変化や生理中の対処に関する知識は十分とは言えません。

実際に、大学生に対して行ったアンケートでは、生理痛に対して6割が「特に何もしていない」と回
答し、その理由として「解決法がわからない」「耐えるしかないもの」という意見が多くありました。

このように、女性は経済的な理由と生理に関する知識不足によって、適切に対処ができないので

す。

このような問題について、政府はいくつかの政策を行っています。

まず、生理用品が手に入れられない問題について、行政は各自治体の役所の窓口などで、生理

用品の無料配布を行っています。

しかし、窓口で生理用品を受け取るのはそもそも地理的にアクセスがしにくい、また全ての自治

体で配布がされていない、と言った問題もあります。

また、長野県中野市では生理用品の無料配布を市役所の窓口で始めたものの、生理用品を求

めて訪れる人はほとんどおらず、心理的なハードルの高さも指摘されています。

そして、生理の知識・理解不足について、学校では生理に関する教育は行われているものの、そ

れらは基本的なものに留まります。

東京都で採用されている教科書では、生理のしくみについて触れてはいるものの、生理の日数

などの実状については「月に１回」生理や生理前の体に起こる変化も、「おなかが少しはる感じ」

と書かれているのみです。

以上をまとめると、経済的な理由、または生理に関する知識がないことで、生理への対処が正し

く行われていない現状があります。これに対し、政府は無料配布や学校教育の中に組み込むと

いった政策を打っていますが

無料配布に関しては困っている人に行き渡っていない。

教育に関しては、生理の実情についての情報が不足しているという問題があります。

【問題点】

皆さんはトイレにトイレットペーパーがなかったら

「必要なのに、なんでないんだ！」

と思うことでしょう。



 私たち女性にとっては、生理用品にも同じことがいえます。

それなのに、生理用品を買えない人が存在する。

それだけではありません。

生理に適切に対処できなければ、より苦しむことになるのに、

そのことを知る機会が十分に用意されているとは言えません。

生理への正しい向き合い方を教わらずに、我慢し続ける女性たち。

このように、女性に体を削り取るような生活を強いている現状は変えなければなりません！

【理念】

私は、生理のために身体を犠牲にしている女性たちを救いたい！！！

生理用品が必要な数だけ手元にあり、正しい対処ができれば、女性が生理に対して過度に苦し

む必要はなくなります。

そのためには、生理用品を手に入れられずに困っている人に向けて、確実に届ける必要があり

ます。

また、

生理への正しい対処を身につけるために、生理に関する教育を充実させなければなりません。

生理用品が当たり前に手元にあり、生理への適切な対処をすることで、身体の不調や病気を未

然に防ぐことができます。

そして、多くの女性ができるだけ生理に縛られることなく、より活躍できる社会の実現に繋がるの

です！

【プラン】

そこで、私は2点のプランを提案します。
それは生理用品の無料配布の拡大と、生理に関する教育の徹底です。

具体的にご説明します。

まずは1点目、生理用品の無料配布についてです。
生理用品が不足していて、購入が難しい人は自治体に無料の引き換えクーポンをオンラインま

たは郵便で申請します。



そして、クーポンが紙で、または自分のスマートフォン等の端末に届いたら、ドラッグストアなどの

生理用品を扱う店舗にて、生理用品を引き換えることができるようにします。

このように、無料配布の窓口を市役所から、生理用品を扱っている店舗にすることで、場所に縛

られず広範囲での配布が可能となります。

また、常に生理用品を販売している場所で受け取れるという点から心理的なハードルを下げるこ

とにも繋がるのです。

加えて、小中高、そして大学での無料配布を行います。

収入を保護者に頼っている学生は通信機器を持っていない、もしくはドラッグストアなどにアクセ

スする機会が少ないという場合もあります。

そこで、学生は学校で生理用品を受け取れるように常設することとします。

また、設置場所をトイレとすることで、生理のことを口に出せなかったり、保健室まで取りに行け

ずに困っている児童生徒が、気軽に生理用品を受け取ることができます。

このように生理用品の配布を拡大することで、手に入れることが難しい人に、確実に生理用品を届ける

ことができるのです。

そして、2点目のプラン、教育の徹底です。
これによって、生理に関する情報に触れる機会を充実させます。

具体的には、学校教育において、生理の仕組みだけでなく、ナプキンなどの使用方法、出血への

適切な対処、生理痛などの、生理の実情や対処方法についても扱うようにします。

こうすることで、学校で誰もが生理に対する十分な知識を得ることができるのです。

実際、青森中央短期大学の研究によると、教員が先ほど述べたような教育を実施し、授業後に

生徒に聞き取りを行ったところ、クラスの約半数の生徒が新たに生理に対する対処を自分で行う

ようになりました。

こうして生理の教育を充実させ、正しい知識を身に着けることで、生理への適切な対処を行える

ようになれば、身体への負担を減らすことができます。

以上のプランを打つことで、生理用品が全ての女性へと行きわたり、生理を正しく理解すること

で、女性が自分の体をないがしろにすることは無くなるのです！

【締め】

生理が続く限り、絶えることのない痛みを、女性は今も耐えています。

この痛みは、時に女性を縛り、身動きを取れなくする。

私は生理が、正しい認識を元にしっかり対処をすれば、和らげることができることを知って欲しい

のです！

生理の負担が減り、女性がより活躍できる社会を願って、本弁論を終了させていただきます。

ご清聴ありがとうございました。




